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私
達
は
普
段
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
食
事
で
す
が
⌏
食

べ
る
前
に
⌕
い
た
だ
き
ま
す
⌖
⌕
ご
ち
そ
う
さ
ま
⌖
と
合

掌
し
て
い
た
だ
き
ま
す
⌐ 

こ
の
食
前
⌏
食
後
の
言
葉
が
近
頃
家
庭
で
も
⌏
地
域
で

も
⌏
学
校
の
給
食
の
場
で
も
行
わ
れ
な
く
な
⌣
て
い
る
よ

う
で
す
⌐ 

都
会
の
学
校
給
食
の
場
で
は
保
護
者
か
ら
⌏
学
校
へ
強

い
抗
議
が
あ
り
行
⌣
て
い
な
い
と
云
う
こ
と
を
聞
き
ま

し
た
⌐
そ
れ
は
⌏
高
い
給
食
費
を
払
⌣
て
い
る
の
に
何
で

⌕
い
た
だ
き
ま
す
⌖
な
ん
て
言
う
必
要
が
あ
る
ん
だ
と
い

う
抗
議
だ
⌣
た
そ
う
で
す
⌐ 

生
き
と
し
生
け
る
⌕
い
の
ち
⌖
有
る
も
の
は
⌏
自
ら
の

⌕
い
の
ち
⌖
を
つ
な
ぐ
た
め
に
⌏
他
の
生
物
の
⌕
い
の 

 

ち
⌖
を
奪
わ
な
け
れ
ば
生
き
て
行
く
事
が
出
来
ま
せ
ん
⌐ 

私
達
⌏
自
分
勝
手
な
人
間
は
肉
や
魚
を
食
べ
る
こ
と
を

当
た
り
前
だ
と
し
て
い
ま
す
が
⌏
ど
ん
な
小
さ
な
い
の
ち 

も
⌏
殺
さ
れ
食
べ
ら
れ
る
為
に
生
き
て
き
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
⌐
⌕
い
の
ち
⌖
は
本
来
平
等
で
あ
り
⌏
み
ん
な
生

き
続
け
て
い
た
い
と
懸
命
に
生
き
て
い
る
の
で
す
⌐
そ
の

尊
い
⌕
い
の
ち
⌖
を
私
の
⌕
い
の
ち
⌖
と
し
て
頂
い
て
い

る
の
で
す
⌐ 

 

食
前
の
言
葉
は
⌏
食
と
し
て
な
⌣
て
下
さ
る
⌏
諸
々
の

⌕
い
の
ち
⌖
を
い
た
だ
き
ま
す
と
合
掌
し
⌏
感
謝
を
表
す

言
葉
な
の
で
す
⌐ 

 

食
は
喰
う
も
の
で
な
く
⌏
ご
飯
を
食
べ
る
の
で
は
な

い
⌐
食
事
と
は
⌕
い
の
ち
⌖
を
頂
く
こ
と
な
の
で
す
⌐ 

 

 

日
頃
は
八
幡
町
八
幡
仏
教
会
に
対
し
⌏
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
⌐
新
年

度
を
迎
え
仏
様
の
教
え
を
通
し
て
心
の
養
育
を
願
い
と

す
る
活
動
に
⌏
益
々
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
⌐ 

⌕
い
の
ち
⌖
を
い
た
だ
く 

 

八
幡
町
八
幡
仏
教
会
会
長 

 

石 

神 
 

明 

八幡仏教会ホームページ 
http://www.8butsu.jp 

平
成
二
十
六
年
度 

主
な
行
事
予
定 

 

七
月
二
十
八
日
⍐
八
月
九
日 

 
 

八
幡
十
三
⌳
寺
め
ぐ
り 

 

暁
天
の
集
い 

 

八
月
十
七
日 

 

灯
籠
流
し 

 

九
月
十
三
日 

 

追
弔
会 

八
幡
十
三
⌳
寺
め
ぐ
り 

 

暁
天
の
集
い 

日
程 

毎
朝
六
時
⍐
三
十
分
程
度 

(

皆
勤
賞
も
あ
り
ま
す
ヨ) 

 

七
月
二
十
八
日
⍅
月
⍆ 

洞
泉
寺 

 
 

二
十
九
日
⍅
火
⍆ 

慈
恩
寺 

 
 

三
十
日 

⍅
水
⍆ 

願
蓮
寺 

 
 

三
十
一
日
⍅
木
⍆ 

最
勝
寺 

八
月
一
日 

 

⍅
金
⍆ 

善
光
寺 

 
 

二
日 

 

⍅
土
⍆ 

安
養
寺 

 
 

三
日 

 

⍅
日
⍆ 

悟
竹
院 

 
 

四
日 

 

⍅
月
⍆ 

浄
因
寺 

 
 

五
日 

 

⍅
火
⍆ 

長
敬
寺 

 
 

六
日 

 

⍅
水
⍆ 

大
乗
寺 

 
 

七
日 

 

⍅
木
⍆ 

蓮
生
寺 

 
 

八
日 

 

⍅
金
⍆ 

遍
照
殿 

 
 

九
日 

 

⍅
土
⍆ 

楊
柳
寺 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 幡 仏 教 会 報 ( 2 ) 平成 26 年 7 月 10 日 第 5 号 

越
前
屋 

松
田
カ
メ
ラ 

上
田
仏
壇
店 

井
口
製
菓 

田
中
茶
舗 

中
島
薬
局 

は
ん
や 

た
か
ら
や 

杉
本
履
物
店 

大
間
見
屋
米
穀
店 

石
田
洋
品
店 

上
田
酒
店 

大
黒
屋
商
店 

た
に
ざ
わ 

紙
太
呉
服
店 

桜
間
見
屋 

小
坂
陶
器
店 

五
月
五
日 

花
祭
り
法
要 

五
月
五
日
に
花
ま
つ
り
パ
レ
⌴
ド
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
⌏
雨
天
の
た
め 

願
蓮
寺
本
堂
に
於
い
て
⌏
花
祭
り
法
要
・

お
楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
⌐ 

今
年
は
象
引
き
用
の
象
を
新
調
し
ま
し

た
が
⌏
パ
レ
⌴
ド
デ
ビ
⌯
⌴
は
来
年
に
持

ち
越
し
と
な
り
ま
す
⌐
次
回
花
祭
り
を
ご

期
待
く
だ
さ
い
⌐ 

グ
リ
⌴
フ
ケ
ア
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
⌦
う
か
⌐
こ
の
言
葉

は
東
日
本
大
震
災
以
降
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
⌣
た
よ
う
に
思

い
ま
す
⌐
こ
れ
は
深
い
悲
し
み
に
暮
れ
る
方
が
⌏
そ
の
悲
し
み
か
ら

回
復
で
き
る
よ
う
に
そ
の
人
に
寄
り
添
い
⌏
支
え
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
⌐ 

三
年
近
く
経
ち
ま
し
た
が
⌏
昨
年
自
分
の
目
で
被
災
地
を
見
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
⌐
印
象
的
だ
⌣
た
の
は
⌏
明
る
く
話
す
ガ
イ
ド
の

方
が
不
意
に
訪
れ
る
感
情
の
波
を
堪
え
⌏
変
わ
⌣
て
し
ま
⌣
た
景
色

を
見
て
い
る
姿
で
し
た
⌐
震
災
が
も
た
ら
し
た
人
々
の
心
の
傷
は
い

か
に
大
き
な
も
の
か
を
感
じ
る
出
来
事
で
し
た
⌐
こ
の
よ
う
な
深
い

悲
し
み
か
ら
回
復
す
る
に
は
長
い
時
間
が
か
か
る
で
し
⌦
う
⌐
そ
れ

は
被
災
者
に
限
ら
ず
最
愛
の
人
を
失
わ
れ
た
方
の
多
く
は
皆
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
⌐ 

仏
教
経
典
や
逸
話
に
は
⌏
人
々
の
悲
し
み
を
癒
す
多
く
の
教
え
が

あ
り
ま
す
⌐
こ
れ
は
お
釈
迦
様
が
大
医
王
と
呼
ば
れ
る
由
縁
で
も
あ

り
ま
す
⌐
そ
の
教
え
に
よ
⌣
て
悲
し
み
に
暮
れ
る
人
に
少
し
で
も
寄

り
添
⌣
て
い
く
こ
と
⌏
グ
リ
⌴
フ
ケ
ア
の
一
端
を
担
う
こ
と
⌏
そ
れ

が
仏
教
者
と
し
て
今
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
⌐ 

さ
て
⌏
今
年
度
よ
り
事
務
局
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
⌐
歴
代
の
事
務
局
長
に
比
べ
経
験
の
浅
い
若
輩
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
⌏
会
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
⌏
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
⌐ 

 

仏
教
者
と
し
て
の
役
割 

八
幡
町
八
幡
仏
教
会
事
務
局
長 

 

稲
村 

隆
元 

 

な
お
⌏
お
楽
し
み
抽
選
会
の
景
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
⌏
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
⌐
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
⌐ 

第
十
二
回
⌕
花
祭
り
パ
レ
⌴
ド
⌖ 

 

お
楽
し
み
抽
選
会
協
力
店
名
⍅
順
不
同
・
敬
称
略
⍆ 

田
中
屋 

ニ
シ
キ
チ 

平
野
本
店 

カ
ノ
ウ 

さ
ん
ぷ
る
工
房 

文
化
堂 

お
も
だ
か
家 

タ
カ
ハ
シ 

キ
シ
ヤ
マ 

小
川
屋
洋
品
店 

山
二
味
噌
溜
店 

大
友
菓
子
店 

小
酒
井
陶
苑 

マ
ル
コ
シ
洋
装
店 

庄
村
米
穀
店 

す
ぎ
の
や
釣
具
店 

ベ
ル 

紙
岩
呉
服
店 

正
和
堂 

簑
島
仏
壇
店 

和
田
鉄
商
店 

宮
田
帽
子
店 

モ
リ
モ
ト 

服
部
酒
店 

石
丸
薬
局 

清
水
化
粧
品
店 

サ
ダ
フ
〈
⌴
ル 

渡
辺
染
物
店 

ト
⌭
プ
ス 

匿
名
希
望 

数
名 

 

御
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
⌐ 
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平
成
二
十
六
年
度
役
員 

 

平
成
二
十
六
年
度
の
役
員
は
⌏
次
の
と
お
り

で
す
⍅
順
不
同
⍆
⌐
ご
苦
労
様
で
す
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
⌐ 

 

会
長 

石
神 

明
⍅
願
蓮
寺
⍆ 

 

副
会
長 

毛
利 

諦
信
⍅
蓮
生
寺
⍆ 

 

杉
本 

博
一 

  
 

 

事
務
局
長 

稲
村 

隆
元
⍅
悟
竹
院
⍆ 

  

会
計 

本
田 

あ
け
美 

 

総
務
部
長 

餌
取 

評
八 

 

事
業
部
長 

浅
野 

真
顕
⍅
洞
泉
寺
⍆ 

 
教
化
広
報
部
長 

服
部 

貢
一
郎
⍅
善
光
寺
⍆ 

 
監
事 

杉
下 

義
昭 

 

筒
井 

淳
美 

  

理
事 

山
田 

隆
一 

 
清
水 

俊
夫 

 
大
前 

三
郎 

 

和
田 
勝
介 

 

浜
口 
民
男 

 

池
戸 

洋
二 

 

川
上 

朝
史 

 
 
  
  
  
  
  
  
  

林 
 

忍 

 
 
 
 
 
 
 
 

服
部 

純
一 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

実 

 
 
 
 
 
 
 
 

足
立 

政
男 

町
内
世
話
人(

七
月
一
日
現
在) 

上

桜

町 

安
田 

久
之 

下

桜

町 

長
房 

美
代
志 

上

柳

町 

川
島 

圭
司 

中

柳

町 

和
田 

九
勇 

下

柳

町 

遠
藤 

勝
美 

上

殿

町 

藤
田 

浩 

中

殿

町 

楠
原 

隆
之 

下

殿

町 

澤
井 

申
互 

初

音

一

区 

佐
藤 

正
男 

上 
 

が  

洞 

鷲
見 

隆
士 

中

坪

四

区 

大
坪 

信
治 

中

坪

五

区 

餌
取 

評
八 

肴

町 

平
野 

春
雄 

本

町 

谷
沢 

周
作 

 

天
野 

収
一 

大

手

町 

川
上 

朝
史 

鍛

冶

屋

町 

島
川 

功 

職

人

町 

杉
下 

義
昭 

向

山 

村
瀬 

宗
三 

上

尾

崎

町 

山
田 

隆
一 

下

尾

崎

町 

直
井 

忠 

五

町 

大
坪 

三
郎 

 

山
口 

幸
男 

新

町 

清
水 

俊
夫 

橋

本

町 

吉
田 

新
一
郎 

今

町 

此
島 

幹
雄 

栄

町 

山
尾 

淳 

今

小

町 

池
戸 

健
一 

大

正

町 

一
柳 

四
郎 

 

遠
藤 

敦
則 

新

栄

町 

服
部 

純
一 

城

南

町 

佐
藤 

実 

 

大
坪 

憲
正 

 

若
山 

高
宏 

 

田
中 

清
美 

 

中
邑 

篤
司 

住

吉

町 

加
藤 

克
久 

上

桝

形

町 

水
谷 

安
秀 

 

下

桝

形

町 

林 
 

政
光 

稲

荷

町 

松
山 

美
高 

上

日

吉

町 

山
田 

保
雄 

下

日

吉

町 

朝
日 

令
子 

 

大
前 

三
郎 

 

大
野 

好
夫 

 

篠
田 

節
子 

 

和
田 

美
智
也 

 

渡
辺 

義
夫 

大

坂

町 

和
田 

勝
介 

上
日
ノ
出
町 

石
田 

武
夫 

下
日
ノ
出
町 

村
瀬 

清 

山

本

町 

山
下 

健
一 

乙

姫

町 

川
端 

憲
彦 

川

原

町 

筒
井 

淳
美 

上

愛

宕

町 

本
田 

あ
け
美 

中

愛

宕

町 

坪
井 

実 

下

愛

宕

町 

長
尾 

豊 

北

朝

日

町 

鷲
見 

正 

南

朝

日

町 

坪
井 

和
美 

常

磐

町 

林 
 

忍 

左

京

町 

小
林 

功 

立

町 

桑
原 

幹
根 

東

町

一

区 
  
  

片
岡 

紘
迪 

東

町

二

区 

清
水 

昭 

小
野
一
丁
目 

足
立 

政
男 

小
野
二
丁
目 

 
  
 

馬
場 

直
美 

 

杉
本 

博
一 

小
野
三
丁
目 

浜
口 

民
男 

 

平
瀬 

忠
寿 

小
野
四
丁
目 

石
田 

典
生 

小
野
五
丁
目 

岡
崎 

稔 

 

斉
藤 

実 
 

小
野
六
丁
目 

後
藤 

武
男 

 

鷲
見 

佐
恵
子 

小
野
七
丁
目 

森 
 

遼 

 

三
島 

修 

小
野
八
丁
目 

後
藤 

千
廣 

 

池
戸 

洋
二 

 

 

役
員
改
選
の
お
知
ら
せ 

⍅
敬
称
略
⍆ 

 

事
務
局
長 

稲
村 

隆
元
⍅
悟
竹
院
⍆ 

総
務
部
長 

餌
取 

評
八 

理
事 

池
戸 

洋
二 

 
川
上 

朝
史 

 
林 

 

忍 
 

服
部 
純
一 

 

佐
藤 
実 

 

足
立 

政
男 

  

事
務
局
長
・
総
務
部
長
・
理
事
に
つ
い

て
⌏
役
員
よ
り
推
挙
し
ま
し
た
と
こ
ろ
⌏

四
月
十
日
開
催
の
八
幡
仏
教
会
世
話
人

総
会
に
於
い
て
⌏
満
場
一
致
で
ご
承
認
頂

き
ま
し
た
事
を
⌏
こ
こ
で
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
⌐
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
⌐ 

    

規
約
改
正
の
お
知
ら
せ 

 

八
幡
仏
教
会
会
則 

第
十
条 

会
議

に
つ
い
て
一
部
改
定
案
を
提
出
致
し
ま

し
た
と
こ
ろ
⌏
四
月
十
日
開
催
の
八
幡
仏

教
会
世
話
人
総
会
に
於
い
て
⌏
満
場
一
致

で
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
事
を
⌏
こ
こ
で
ご

報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
⌐ 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度八幡仏教会収支決算書 

平成 25 年 4 月 1 日～平成 26年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

繰 越 金 186,072 186,072 0  

会 費 収 入 800,000 802,500 2,500 会員 1605 人  

事 業 収 入 320,000 306,656 13,344  

内 

 

訳 

花まつり 20,000 18,890 △1,110 参加 150 人, 賽銭 

灯籠流し 230,000 216,766 △13,234 ９ 7 基 ,志 ,賽 銭 

追 弔 会 70,000 71,000 1,000 志,賽銭 

そ の 他 0 0 0 暁天の集い 

雑 収 入 5,000 100,084 95,084 
篤志寄付 
預金利子 

 
合 計 1,311,072 1,395,312 △84,240  

【 支 出 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

事 業 部 費 610,000 518,228 91,772  

内 

 

訳 

花まつり 200,000 186,892 13,108 ポスター,記念品,布施等 

灯籠流し 200,000 147,936 52,064 チラシ,灯籠,布施等 

追 弔 会 150,000 133,750 16,250 シチラ,供物,お礼,布施等  

暁天の集い 60,000 49,650 10,350 シチラ,ポスター,皆勤賞 

総 務 部 費 0 0 0  

教化広報費 50,000 15,435 34,565 ホ ー ム ペ ー ジ サ ー バ 利 用 料 

事 務 費 50,000 53,620 △3,620 通信費,事務用品等 

会 議 費 150,000 74,405 75,595 世話人会,懇親会等 

渉 外 費 180,000 210,000 △30,000 
市仏教会費 

倉庫土地借用謝礼

備 品 費 30,000 0 30,000  

予 備 費 241,072 0 241,072  

小 計 1,311,072 871,688 439,384  

繰 越 金 0 523,624 523,624  

合 計 1,311,072 1,395,312 △84,240  
 

積 立 金 定期貯金 1,148,567(元利合計額)  

 

上記のとおり報告します。 

平成 26 年４月３日 八幡仏教会 会計 本田 あけ美 

監査の結果 正確であることを認めます。 

平成 26 年４月３日 八幡仏教会 監査 筒井 淳美 

 監査 杉下 義昭 

 

 

平成 26 年度八幡仏教会予算 

平成 26 年 4 月 1 日～平成 27年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 前年度実績  予 算 額  備 考  

繰 越 金 186,072 523,624  

会 費 収 入 802,500 800,000 ＠500×1,600 戸分 

事 業 収 入 306,656 275,000  

内 

 

訳 

花まつり 18,890 15,000 参加費＠100×150 人分 

灯籠流し 216,766 200,000 灯篭申し込み＠2,000×100 基分 

追 弔 会 71,000 60,000 志納金ほか 

暁天の集い 0 0  

雑 収 入 100,084 0  

積立金取り崩し 0 0  

合 計 1,395,312 1,598,624  

【 支 出 の 部 】 

科 目 前年度実績額 予 算 額  備 考  

事 業 部 費 518,228 810,000  

内 

 

訳 

花まつり 186,892 250,000  

灯籠流し 147,936 250,000  

追 弔 会 133,750 250,000  

暁天の集い 49,650 60,000 13 ヶ寺めぐり 

総 務 部 費 0 0  

教化広報費 15,435 60,000 サーバ利用料、会報 

事 務 費 53,620 60,000 通信費,事務用品等 

会 議 費 74,405 150,000 世話人会、理事会、監査会 

渉 外 費 210,000 100,000 市仏教会費、倉庫土地借料等 

備 品 費 0 30,000  

予 備 費 0 388,624  

次年度繰越金 523,624 0  

合 計 1,395,312 1,598,624  

 

⌓
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